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エネルギー情勢懇談会
第1回にあたって

東京都市大学
イーズ・幸せ経済社会研究所

枝廣淳子
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⾧期的視点でエネルギーと環境を考える

2008年
地球環境問題に関する懇談会（首相官邸）

2011年～
• みんなのエネルギー環境会議（MEEC)
• 総合資源エネルギー調査会「基本問題委員
会」（33回）

• 2012年8月「エネルギー・環境の選択肢に
関する討論型世論調査」

• ｢明日の柏崎づくり」事業（3年間）
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今回の参加にあたっての
エダヒロの「３つの視点」

• ｢環境」の視点

• 「地域」の視点

• 「市民」の視点
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male
84%

Female
16%

Committee members

male
49%

female
51%

Japanese

エネ庁総合資源エネルギー調査会
「基本問題委員会」（2011～2012）
18人の委員
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2012-01-31
「女性の視点からエネルギーを考える

エネ女の集い」

2012-01-31
「女性の視点からエネルギーを考える

エネ女の集い」
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http://www.enecho.meti.go.jp/committee/council
/basic_problem_committee/011/pdf/11-6.pdf
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JapanCommittee

2012-03-17
「若者の視点からエネルギーを考える

エネ若の集い」

2012-03-17
「若者の視点からエネルギーを考える

エネ若の集い」
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http://www.enecho.meti.go.jp/committee/counc
il/basic_problem_committee/022/pdf/22-8.pdf

今回

ウェブサイトを通じて
• 情報発信
• 考え、議論する場

リアルの場も
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エネルギーを考える視点・軸

• ３E＋S
安定供給
経済効率性
環境適合
安全性

※これまで「どれがいちばん大事か」という議論に終始し
ていたのではないか
※議論を進めるために
• 時間軸:短期も中⾧期も
• バランスをはかる軸:レジリエンス
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未来の考え方

「ありたい未来」
「あるべき未来」

「ありうる未来」

手法の例:
シナリオプランニング
シミュレーション
（経産省・環境省由来ではないモデルも活用）
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